令和５年４月１日

　

利用者の皆様へ　

草津市立なごみの郷　

所長　富山　正明
なごみの郷運営協議会について（報告）

　
いつもなごみの郷をご利用いただき、ありがとうございます。

令和5年3月28日に「なごみの郷運営協議会」を開催しました。

各運営委員会委員の皆様に対して、次の「Nagomi  Action　Program　2023（なごみ活性化プラン）」を提示しましたので、利用者の皆様にもお知らせします。
今後、なごみの郷は、このプランに基づき、令和５年度事業を円滑に推進し、利用者の皆様の期待に応えられるよう、職員一同努力してまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。
Nagomi  Action　Program　2023
（なごみ活性化プラン）　
（主　旨）
◯なごみの郷は、「草津市重要な公の施設に関する条例」別表第２条に定める重要な公の施設であり、その運営管理は特定非営利活動法人ひかりグループ（以下「NPOひかりグループという。」）が平成2年4月から指定管理者として運営・管理しています。
指定管理者制度は、福祉施設や公園、体育館など、住民の福祉を増進する目的のために地方公共団体が設置した「公の施設」を、地方公共団体が議会の議決を経て指定した民間事業者も含めた法人その他の団体（「指定管理者」）が管理する制度です。
このことから、指定管理者たるNPOひかりグループは、なごみの郷が公共施設であることを踏まえ、関係省法令およびなごみの郷条例等を遵守し、良心的に業務の履行に当たらなければならないと規定されています。
◯なごみの郷の事業は、次の条例第3条に規定されています。この規定に基づき、市と指定管理者が協定書を締結。詳細な内容は「仕様書」に認められているところです。

管理者はこれらの規定に則り、年度ごとに計画をたて、承認を得て事業を実施することになっています。
第3条（事業）

（1） 文化活動、体育、レクリエーション活動等を通じた地域コミュニティの促進に関すること。

（2） 世代間の交流を促進するための研修、創作、伝習等の活動に関すること。

（3） 高齢者を中心とする市民の生活、健康の相談に関すること。

（4） その他なごみの郷の設置目的を達成するために必要な事業
（活性化プログラム）
◯ハード面での見直し
(1) 市では施設の老朽化に対応するため順次、建物、設備の改修工事を施工します。
また管理者においては、予算の範囲において建物、設備における小規模修繕を随時行います。
(2) 利用者の利便性を高め、多くの市民の皆様が気軽に利用できるようにするため、
巡回バスの見直しを行います。従来の中型バスから、ジャンボタクシーに変更するとともに、市内のまちづくりセンターや地域総合センター、さらにはJＲ各駅を停車場所とします。（敷地内停車の許可がある場合）

(3)  高齢者利用が80%以上を占めるなか、敷地内および館内の事故を防止するための障害物除去などの安全対策や注意喚起の声かけ、放送、啓発用ポップを掲示する。
(4) 温浴施設の利用にあたっては、適正時間を逸脱した長時間の入浴やサウナ利用が
多分に見られ、1月23日の風呂再開以来、10日間余りで5件の救急案件が発生したことから、指定管理者として利用者の安全性を担保するため市長あてに「温浴施設（入浴）に関するガイドライン」の制定要望を行った。
　　 (5) なごみの郷の持つストレングスな施設機能と職員能力を活かした新たな事業の展開を推進する。「陶芸教室」、「脳トレ・身トレ」、「あそびの広場」、「福祉講座」等
（6）幼児・家族づれなどの若い世代の活用を促すため、「キッズルーム」の機能の見直しをはかり、魅力ある備品や書籍などを整備する。

　　◯ソフト面での見直し

(1) 基本協定書に定める運営方針である市民相互の交流促進、市民生活文化の向上、
福祉の増進とし、健幸づくりに向けた「多世代交流機能・健康増進機能・介護予防機能」を兼ね備えた拠点施設としての役割を果たす。そのため、幼児・子ども、若者、家族などをターゲットした新たな事業を企画する。館が主催している自主教室や講演会、音楽イベントなどは、「自主活動教室」「同好会活動」に移行する。
(2)市条例第6条（使用の許可）、規則第4条第2項（使用許可申請等）、基本協定

書、貸館業務は「交流室」、「調理室」、「工房」、「軽音楽室」とされており、大広間をはじめとする他の室は貸館の対象外とされている。これらの規定を遵守するとともに、特に大広間の利用にあたっては日頃より誰もが利用できる環境の確保に努めるとともに、貸切使用については、市やなごみの郷主催事業、または市およびなごみの郷の後援事業に限定する。
(3)　指定管理者の持つノウハウを活かし、広く市民を対象とした喫緊の課題（医療、法律、後見人制度、消費生活など）をテーマに専門家による講演会、講座を開催する。
(4) 基本協定書に規定する施設の個性を活かしたコンセプト（多世代交流等）のPRや、様々な媒体を活用した広報活動、看板等の設置など広報の充実を図る必要があることから、新たに「nagomi新聞（仮称）」を発行するとともに、ホームページからの情報量の増加に努める。また、新たな巡回バスとなるジャンボタクシーに「なごみの郷」啓発用マグネットシートを貼り付けなごみの郷の魅力を発信する。
　　 (5) エンディング曲の変更をします。長年、「また逢う日まで」を流していましたが、4月から新たなスタート魅力ある公の施設としてのイメージ戦略として実施する。予定曲は職員から募集し、「人間ていいな」、「道」、「さくら」、「家路（ドボルザーク新世界より）」を予定している。
（事業計画）

　　◯各事業の実施については、広報紙くさつ、HP、館内掲示板等でお知らせする。
